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  城崎観光株式会社 

  （城崎温泉ロープウェイ） 

 



１．利用者の皆さまへ 

  当社ロープウェイにご乗車いただき、誠に有難うございます。 
 当社は、法令遵守は勿論のこと、経営理念の第一に「安全の確保」を掲げ、 
安全輸送に努めています。 
 本報告書は、鉄道事業法に基づき、輸送の安全確保のための取り組みや安 

全の実態について、自ら振り返るとともに広くご理解を頂くために公表する 
ものです。 
 皆さまからの声を輸送の安全とサービスの向上に役立てたく、積極的なご 
意見をお聞かせいただければ幸いです。 

               城崎観光（株）代表取締役社長 上村 雅道 

 

２．基本方針と安全目標 

（１）基本方針 
   当社の経営理念の第一は安全の確保です。「安全基本方針」を次のように 

掲げ、社長以下、全職員に周知徹底しています。 
１) 職員等は協力して、輸送の安全確保に努めること。 

２） 輸送の安全に関する法令及び関連する規程をよく理解するとともにこ 

れを遵守し、厳正、忠実に職務を遂行すること。 

３） 常に輸送の安全に関する状況を理解するよう努めること。 

４)  事故・災害等が発生した時は、人命救助を最優先に行動し、速やかに 

安全適切な処置をとること。 

５)  情報は漏れなく迅速、正確に伝え、透明性を確保すること。 

６) 常に問題意識を持ち、必要な変革に果敢に挑戦すること。 

 
（２）安全目標 
   当社の中期輸送安全目標（Ｈ２０年度～２４年度）は次表のとおりです。 
  社長以下、全職員が目標達成に向けて取り組む所存です。 
 

区 分 項    目 内     容 
設備不具合による事故  乗客の死傷を伴う発生件数を「ゼ

ロ」とする 
 
定量的な 
目  標 人身障害事故 発生件数を「ゼロ」とする 
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３．当社の安全管理体制 

  社長をトップとする安全管理体制を構築し、各責任者の責務を明確にして 
います。 

 社     長 輸送の安全確保に関する最終的な責任を負う 

 取  締  役 

（安全統括管理者） 

索道事業の輸送の安全の確保に関する業務を統括する 

 

索道技術管理者 

（運輸課長） 

安全統括管理者の指揮の下、索道の運行の管理、索道施

設の保守の管理その他の技術上の事項に関する業務を統

括管理する 

索道技術管理員 

（運輸主任） 

索道技術管理者の指揮の下、索道技術管理者の行う業務

を補助する 

 

 

 安全管理(指揮命令)体制図       

             

          (2009. 3.31 現在) 

   社    長       

              
 

  

          

   安全統括管理者    

   [取締役]  

  

  

  

     

                   

           

 業 務 課    運 輸 課    

          

      索道技術管理者      

 [業務主任]      [運輸課長]      

              

 [課員 ３名]    索道技術管理員      

      [運輸主任]      

         

       [課員 4 名]      
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４.事故等の発生状況 
平成２０年度の状況は、次表のとおりです。 

項    目 発 生 状 況 
索道運転事故 
（索道人身障害事故） 

発生事故無し 

災害 
（地震や暴風雨、豪雪など）

イ、災害（大雨・洪水警報）により、０日

（全日）運行休止 
ロ、強風・雷等により、年間２１日間 延

  べ４８時間運行停止 
インシデント（事故の兆候） 報告無し 
行政指導等 行政指導無し 

 

５．輸送の安全確保のための取組み 

（１）人材教育 
   当社では、皆さまの安全や輸送に役立つよう、毎朝、営業前にミーティ 

ングを行ない、事故事例の周知や安全に対する心構え等、安全教育を実施 
しています。また、本年度も、運輸局主催で開催される「索道技術管理者 
研修会」に出席し、安全講習を受講しています。 

（２）緊急時対応 
  ①体制の構築等 
    索道運転事故及び自然災害に備え、緊急時対応体制を構築しています。 
   また、緊急時には対策本部を設置し、緊急・応急・復旧対策にあたりま 

す。（平成２０年２月、「運転取扱細則」等を全面改訂） 
②訓練の実施 

    毎年、春・秋の「全国交通安全運動」等の期間を利用して、事故発生 
   を想定した、応急下降（救助）訓練ならびに予備原動機の運転操作訓練 

を実施しています。また、２０年度も豊岡消防署と合同救助訓練を実施 
いたしました。 

（３）安全のための投資と支出 
   安全の維持向上のため、隔月ごとに高圧電気設備の点検を実施しました。 
  ２０年度は索条の切詰工事を実施しました。また、通信ケーブルの老朽化

（経４５年）、保守点検の容易化等のため当通信ケーブルの張替工事を実施

しました。 
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＜H20.11.13 豊岡消防署との合同訓練実施状況＞ 

①担架降下             ②地上準備 

   

 

６．利用者の皆さまとの連携とお願い 

 （１）お客さまの声を“かたち”とするように心掛けています 

    当社は、お客さまの期待に応えられるよう、お客さまの立場に立った 

サービスの提供に努めています。 

 皆さまからお寄せ頂いた声を真摯に受け止め、より信頼される索道事 

業とするために役立てさせていただきます。 

２０年度、お客さまからの声を“かたち”にした事例をご紹介します。 

 

＜事例１＞ 

 「要  望」  登り口アーチが老朽化している。記念写真にと思っ 

         たが、取り止めた。 

 「実施状況」  周囲の環境にマッチしたものとなるよう配慮し、山 

門風のアーチに更新した。 

 ＜事例２＞  

「要  望」  山麓駅を出てすぐ下を見ると、雑草が生い茂ってい 

て見苦しい。 

    「実施状況」  職員の手作りで花壇にし、四季折々の花を楽しんで 

もらえるようにした。 

＜事例３＞ 

 「要  望」  駐車場の白線が消えかかっており、駐車しにくい。        

 「実施状況」  職員により白線を引きなおし、安全に駐車できるよ 

うにした。 
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＜事例１実施状況＞          ＜事例２実施状況＞       

       
＜事例３実施状況＞ 

  

 （２）ロープウェイ乗車時のお願い 

    ① ロープウェイに危険物は持ち込まないでください。 

    ② ロープウェイから空き缶などを投げ捨てないでください。 

    ③ 乗降車時は階段となっているので足元に注意してください。 

    ④ 改札後、駅ホームや搬器（ゴンドラ）内では係員の指示に従ってく 

ださい。 

 

７．ご連絡先 

  本報告書へのご感想、当社の安全への取組みに対するご意見をお寄せくだ 

さい。 

 

〒 ６６９－６１０１ 

     兵庫県豊岡市城崎町湯島 ８０６－１ 

城崎観光株式会社 

       ＴＥＬ：０７９６－３２－２５３０ 

ＦＡＸ：０７９６－３２－２８８７ 

＊受付時間 ９：００～１７：００（但し、毎月第２，４木曜日を除く） 
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